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校の四段階に応じて、 「生活能力課程J、 「基礎的学力課程J、 f発展的学力課程Jのそれぞれの
比重を加減して対応させる三層構造を示している(3)。また、総合的な学習の編成原理としては、高
浦勝義が「総合学習に向けた統合的カリキュラム編成の原理j として、(1)民主化の原理、 (2)子ど






































































































時期 分強 主な内容・ )j法 カリキュラム統合の主な観点
通-{j:l.¥'! タイプ i 体験的学背 Thrcadcd， lntcgratcd， lmmcrscd， Nctworkcd 
タイプE l課題研究、卒業研究 Ncぉtcd，Thrcadcd 
タイプ出 キャ 1)ア教育 lmmcrscd， Nctworkcd 
タイフW クロスカリキュラム Scqucnccd， Sharcd， Wcbbcd 
たIJUl.円 タイプV 学校行事を抜とした体験f門学習 Thrcadcd， lntcgratcd， Immcrぉcd，Nctworkcu 







































































































































































主主 3. 週~'iたり j受業時数の配ヨ( 3単位の場合)x E E W V ¥11 a b じ cl G g h 
lイ1: l 。 。 。 。 。
2 'ij， l 1 +吻 l 事 1 ホ 1 .2 
3イ1: l 2 1 1十.1 ホ2 • 1 

































































芸大学紀要第 l部門』第47集、 1996年、 239"'"'250頁。加藤幸次「総合学習の分類学j 加藤幸
次編『総合学習の実践~ 1997年、禦i明書房、 8"'"'17頁。高階玲治 rIi'総合的な学習Jの考え方
















(5) 狂avighurst，R.J.，Human Development and Education， New York: Longmans，Green， 1953; 
荘司雅子訳 f人間の発達課題と教育j 牧書庖、 1959年、 124---172頁参照。
(6) Erikson，E.狂.， Childhood and Society，Norton，W.W.&Company，Inc.， 1950;仁科弥生訳『幼
児期と社会 1~みすず書房、 1977年、 335""'338頁、 351頁。ただし、エリクソン自身は自分の
考えを発達課題という用語では呼んでいないことには、一応の注意が必要である。
(7) vocational development :人と職業とのかかわり方の側面から人間の発達を見ることにより、
職業志望、選択、就職適応なと、の職業的行動は、一つのプロセスを形づくると考える概念。スー
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(13) 同校の実践は、 『月干1]高校教育~ 1998年12月号、 96'"'""100頁などに報告されている。
(14) 静岡県立金谷高等学校(筆者は1978年度から 1981年度まで当校に教諭として在籍)の卒業
研究、私立若渓学問高校の侶人課題研究など多数の例がある。





(16) {II崎武「進路指導革新の方向j宮内博編『進路指導概論J文雅堂銀行研究社、 1980年、 384頁。
(17) L!UI奇保寿「普通科高等学校におけるキャリア教育導入の課題に関する考察一「総合的な学習
の1l'#1']lflJ を視野に入れて-J 大塚学校経営研究会編『学校経営研究J 第24巻、 1999年、 30~40
貞。
(18) I川崎保寿、前掲論文、 31頁、 38頁参照。
(19) ドリカムプランは、 r w高校の 3年間は自分の夢を実現するためにある』という明確な定義
のもと、自分の興味や関心をもとに、生徒自身が自分の将来設計をし、その実現にむけて、体
験を含む検証を進めつつ、自分の進むべき道を検索する、その多面体同時進行形の活動の総称J
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